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かんでんFOCUS 

自由化を迎え撃つ
営業部門の戦略
2016年4月1日、家庭用も含め電力小売全面自由化スタート。
ガス・石油・通信など異業種各社が参入を表明、既に200社以上が
小売事業者として登録したほか、大手電力会社の域外進出・相互乗り入れも活発化。
各社新料金・サービスメニューを相次いで発表し、ユーザーのスイッチング情報も
毎週公表されている。自由化を迎え撃つ関西電力の営業部門の戦略をレポートする──

安
い
夜
が
長
く
な
る

　

２
０
１
６
年
１
月
15
日
、
関
西
電
力
は

夜
間
の
使
用
比
率
が
高
い
な
ど
の
家
庭
向

け
に
新
料
金
メ
ニ
ュ
ー
「
ｅ
ス
マ
ー
ト

10
」
を
発
表
し
た
。
割
安
に
な
る
ナ
イ
ト

タ
イ
ム
を
22
時
〜
翌
朝
８
時
と
、
従
来
の

時
間
帯
別
電
灯
等
よ
り
も
２
時
間
拡
大
し

10
時
間
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
時
間
帯
に

電
気
の
利
用
を
シ
フ
ト
す
れ
ば
メ
リ
ッ
ト

額
が
大
き
く
な
る
し
く
み
だ
。
例
え
ば
ひ

と
月
あ
た
り
の
電
気
の
使
用
量
が
５
５
０

ｋＷｈ
（
従
量
電
灯
Ａ
）
の
家
庭
が
「
ｅ
ス
マ

ー
ト
10
」
に
加
入
し
、
昼
間
の
家
事
な
ど

を
夜
に
シ
フ
ト
し
て
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
の
使

用
量
を
増
や
せ
ば
、
年
間
で
約
３
７
０
０

円
〜
６
９
０
０
円
安
く
な
る
。
さ
ら
に
、

「
ｅ
ス
マ
ー
ト
10
」
に
加
入
す
る
と
、
暮

ら
し
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス
「
は
ぴ
ｅ
暮
ら

し
サ
ポ
ー
ト
」
の
月
額
料
金
が
、
17
年
４

月
分
ま
で
年
間
で
最
大
１
２
０
０
円
無
料

に
な
る
。

　

新
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
自

身
の
電
気
の
使
用
量
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
た
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
。
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っ
た
。

　

価
格
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、
関

西
電
力
は
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
長
年
に
わ
た
り
電
気
事
業

と
い
う
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
っ
て
き
た
信

頼
感
や
、
暮
ら
し
を
支
え
る
企
業
姿
勢
を

強
調
す
る
。

　
「
や
っ
ぱ
り
関
西
電
力
が
い
い
ね
」
と

選
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
関
西
に
密
着

し
た
地
元
の
事
業
者
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ

ス
を
考
案
。
節
電
に
加
え
て
２
度
に
わ
た

る
料
金
値
上
げ
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
る
地
元
の
お
客
さ
ま
に
少
し
で
も
喜
ん

で
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
の
が
関
西
電

力
の
姿
勢
だ
。

多
様
・
多
彩
な

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

❶
で
ん
き
の
駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス

　

と
り
わ
け
関
西
電
力
が
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
が
、
契
約
者
全
員
が
無
料
で
利
用
で
き

る
「
で
ん
き
の
駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス
」
だ
。

屋
内
電
気
設
備
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、
原

則
24
時
間
３
６
５
日
駆
け
つ
け
て
、
原
因

調
査
や
不
良
電
気
設
備
の
取
り
替
え
な
ど

を
行
う
。
電
気
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
は
異
業

種
の
新
規
事
業
者
や
、
越
境
進
出
し
て
き

た
他
電
力
に
は
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
な
い
た

め
難
し
い
。
ま
さ
に
地
元
の
電
力
会
社
な

ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス
だ
。

◦
不
良
電
気
設
備
の
取
替
は
、
関
西
電
力
で
対
応
可
能
な

簡
易
な
も
の
に
限
る
。

◦
出
張
費
、
工
事
費
は
無
料
だ
が
、
取
替
し
た
電
気
設
備

の
材
料
費
は
有
料
。

◦
電
気
工
事
会
社
へ
の
費
用
は
、
お
客
さ
ま
の
負
担
と
な
る
。

◦
対
象
エ
リ
ア
は
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
奈
良
県
、

和
歌
山
県
、
兵
庫
県
（
一
部
を
除
く
）、
福
井
県
の
一
部
、

岐
阜
県
の
一
部
、
三
重
県
の
一
部
。

　（家
島
諸
島
、
沼
島
、
沖
ノ
島
、
沖
島
は
サ
ー
ビ
ス
対
象

外
）

◦
夜
間
、
休
日
に
つ
い
て
は
、
関
西
電
力
の
関
係
会
社
等

に
て
初
動
対
応
を
行
い
、
翌
営
業
日
に
関
西
電
力
に
て

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

◦
関
西
電
力
と
の
契
約
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
火
災
等
の
保

安
上
緊
急
を
要
す
る
場
合
お
よ
び
台
風
等
の
非
常
災
害

が
発
生
し
た
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
送
配
電
部
門
が
対

応
す
る
。

❷
は
ぴ
ｅ
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト

　

電
気
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
な
く
、
水
ま

わ
り
・
窓
ガ
ラ
ス
・
玄
関
鍵
の
ト
ラ
ブ
ル

時
に
緊
急
で
駆
け
つ
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
、

飲
食
店
や
ホ
テ
ル
・
旅
館
な
ど
を
優
待
価

格
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
た
「
は
ぴｅ
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
」
も

月
額
１
０
０
円
（
税
抜
）
で
用
意
。「
は

ぴｅ
み
る
電
」
会
員
で
関
西
電
力
の
契
約

者
な
ら
誰
で
も
登
録
で
き
、「
ｅ
ス
マ
ー

ト
10
」
加
入
者
は
17
年
４
月
分
ま
で
無
料
、

「
は
ぴ
ｅ
タ
イ
ム
」
加
入
者
な
ら
永
久
無

料
の
サ
ー
ビ
ス
だ
。

◦
応
急
対
応
が
30
分
を
超
過
し
た
場
合
や
部
品
交
換
、
そ

れ
に
伴
う
作
業
が
発
生
し
た
場
合
は
、別
途
費
用
が
必
要
。

❸
は
ぴ
ｅ
ポ
イ
ン
ト

　

従
来
は
、
オ
ー
ル
電
化
の
家
庭
向
け
の

ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
「
は
ぴｅ
ポ

イ
ン
ト
」
が
、
４
月
か
ら
は
「
は
ぴｅ
み

る
電
」
の
利
用
者
向
け
の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。「
は
ぴ
e
み
る

電
」
を
利
用
す
る
だ
け
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
り
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
２
０
０
種

類
以
上
の
ア
イ
テ
ム
や
、
他
社
ポ
イ
ン
ト

へ
の
交
換
な
ど
に
利
用
で
き
る
。
今
回
新

た
にａ
ｕ
の
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｔ
ポ
イ
ン
ト
や

ｄ
ｏ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
の
ｄ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
も

交
換
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
利
便

性
が
向
上
す
る
。

❹
は
ぴ
ｅ
み
る
電

　

電
気
料
金
や
使
用
量
を
「
見
え
る
化
」

し
、
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
省
エ

ネ
ア
ド
バ
イ
ス
や
ク
ー
ポ
ン
情
報
な
ど
暮

ら
し
に
役
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加
。
今

回
新
た
に
地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

特
売
情
報
の
提
供
に
加
え
、
日
本
郵
便
の

デ
ジ
タ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｍｙ	

Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ
」
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
一
段
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
充
実
し

た
。

暮
ら
し
を
支
え
る
企
業
姿
勢

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
原
子
力
発
電
の

長
期
停
止
に
よ
り
火
力
燃
料
費
が
嵩
ん
だ

関
西
電
力
は
、
２
度
の
料
金
値
上
げ
を
行

かんでんFOCUS

新料金メニュー「eスマート１０」

暮らしの“もしものトラブル”に
緊急で駆けつけるサービスと、

毎日の暮らしで利用する施設が優待価格になる
サービスをセットでご提供します。

「はぴeみる電」をご利用いただくことで
お得なポイントが貯まります。

電気料金や使用量を「見える化」し、
確認できるWEBサービス

詳しくはホームページ（http://kepco.jp）でご確認ください。

電気料金・使用量が
メールやWEBで確認できる

さらに、関西エリアのグルメ・イベント情報や
レシピなど、暮らしに役立つ
さまざまなコンテンツをご提供します。

優待価格でのサービス提供
サービス対象は国内外20万カ所以上！

　　緊急時の駆けつけ
3つのトラブル発生時にお宅を訪問し、

応急処置を行います。

お困りごとの代表例
・突然家の電気が消えた
・ブレーカーがよく落ちる
・漏電が心配　など

ポイントの活用例
・アイテムの交換に！
・暮らしに役立つサービスのご利用に!
・他社ポイントへ交換が可能

いざという時は、
関西電力のサポートで安心。
電気のトラブル発生時に

無料で対応します。

使用量がひと月あたり550ｋＷｈのご家庭の場合

水漏れ

宿泊 グルメ レジャー 映画館

窓ガラス
破損

玄関鍵
紛失

料金単価	 （税込）

基本
料金

最初の6kWまで 1,188.00円/契約

6kWを超える1ｋＷにつき 388.80円/ｋＷ 

電力量
料金

デイタイム 42.65円/ｋＷｈ

リビングタイム
夏季 34.12円/ｋＷｈ

その他季 31.02円/ｋＷｈ

ナイトタイム 18.60円/ｋＷｈ

（単価）

0時 7時 8時 13時 16時 22時 23時 24時

これまでの夜間時間帯＊

ナイトタイム ナイトタイム

リビングタイム リビングタイムデイタイム

割安なナイトタイムが10時間！

これまでの夜間時間帯＊

＊これまでの時間帯別料金で設置していた夜間時間帯

お得な時間が
拡大！！

お得な時間が
拡大！！
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ガ
ス
と
セ
ッ
ト
で

　

地
域
に
密
着
し
、
地
元
の
事
業
者
な
ら

で
は
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
関
西
電
力
。

し
か
し
地
元
関
西
に
は
手
強
い
ラ
イ
バ
ル

が
い
る
。
大
阪
ガ
ス
だ
。
電
力
小
売
全
面

自
由
化
に
よ
り
、
競
争
が
一
層
激
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

電
気
と
ガ
ス
を
セ
ッ
ト
で
利
用
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
な
か
で
、
大
阪
ガ

ス
は
17
年
４
月
の
ガ
ス
小
売
全
面
自
由
化

を
前
に
、
先
行
し
て
顧
客
を
囲
い
込
も
う

と
セ
ッ
ト
で
２
年
契
約
を
結
べ
ば
安
く
な

る
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。
16
年
度
に

20
万
件
の
顧
客
獲
得
を
め
ざ
し
て
い
る
。

取材・編集／中島桜子

　

対
す
る
関
西
電
力
は
、
既
に
法
人
向
け

ガ
ス
販
売
量
に
お
い
て
、
大
手
一
般
ガ
ス

事
業
者
３
社
に
次
ぐ
規
模
を
有
し
て
お
り
、

14
年
度
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
調
達
量
で
は
大
阪
ガ
ス

よ
り
も
多
い
。
17
年
度
に
自
由
化
さ
れ
る

家
庭
向
け
ガ
ス
販
売
へ
の
参
入
に
つ
い
て

も
検
討
を
加
速
。
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

の
展
開
を
め
ざ
す
。

価
格
と
サ
ー
ビ
ス
の
両
面
か
ら

　

毎
週
金
曜
日
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進

機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

情
報
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
３
月
11
日
時

点
で
関
西
電
力
か
ら
の
離
脱
は
約
３
万
件

で
、
東
京
電
力
の
約
５
万
件
に
次
ぐ
件
数

と
な
っ
て
い
る
。
中
部
な
ど
他
の
電
力
会

社
が
ゼ
ロ
〜
数
千
件
な
の
に
対
し
東
西
２

社
は
桁
違
い
に
多
い
。
関
西
人
は
価
格
感

度
が
高
い
か
ら
か
、
手
強
い
ラ
イ
バ
ル
が

い
る
か
ら
か
、
と
に
か
く
の
ん
び
り
し
て

い
る
場
合
で
は
な
い
。

　

関
西
電
力
は
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
の
再
稼

動
を
は
じ
め
引
き
続
き
徹
底
し
た
経
営
効

率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ガ
ス
を
含
め

た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
展
開
、
グ
ル

ー
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
異
業
種
と
の
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
等
を
通
じ
た
魅
力
あ
る
料
金

メ
ニ
ュ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
、
価
格

と
サ
ー
ビ
ス
の
両
面
か
ら
顧
客
に
選
ば
れ

続
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
く
。

かんでんFOCUS
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き
っ
か
け
は
２
０
１
１
年
３
月
、
東
京
の
計
画
停

電
だ
っ
た
。
東
京
電
力
か
ら
し
か
電
気
を
買
え
な
い

の
で
停
電
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
考
え
る
人
が
多
く
、

家
庭
用
を
含
め
た
全
面
自
由
化
を
求
め
る
声
が
高

ま
っ
た
。
そ
し
て
、
供
給
力
不
足
の
課
題
を
抱
え
つ

つ
も
議
論
は
進
み
、
今
年
４
月
か
ら
の
電
力
小
売
全

面
自
由
化
に
至
っ
た
。

　

開
放
さ
れ
る
市
場
は
約
８
兆
円
と
あ
っ
て
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
込
む
新
規
参
入
者
が
殺
到
、
既

に
小
売
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
者
は
２
２
５
社
に
上
る

（
16
年
３
月
14
日
時
点
）。

　

需
要
家
に
と
っ
て
電
力
会
社
を
選
べ
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
意
義
は
大
き
い
。
こ
れ
は
大
転
換
。
通
信

や
鉄
道
な
ど
、
過
去
に
も
、
公
益
事
業
の
自
由
化
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
生
活
に
も
産
業
に
も
欠
か
せ
な

い
究
極
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
・
電
気
が
自
由
に
選
択
で

き
る
と
い
う
の
は
、
極
め
て
豊
か
な
社
会
で
あ
り
、

資
本
主
義
が
さ
ら
に
前
進
し
た
と
い
う
印
象
が
強
い
。

　

た
だ
、
自
由
に
選
択
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
選

ん
だ
結
果
は
自
己
責
任
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
自
由

の
裏
に
は
責
任
が
伴
う
こ
と
を
需
要
家
は
自
覚
し
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
選
択
の
自
由
が
な
い

代
わ
り
に
、
何
か
起
き
る
と
電
力
会
社
の
責
任
に

な
っ
た
。
し
か
し
電
力
会
社
か
ら
地
域
独
占
が
外
れ
、

い
ず
れ
総
括
原
価
方
式
の
規
制
料
金
が
な
く
な
り
、

究
極
的
に
は
供
給
義
務
も
外
れ
る
─
─
本
来
、
市
場

の
論
理
は
事
業
参
入
も
撤
退
も
自
由
、
価
格
も
自
由

な
世
界
。
ゆ
え
に
停
電
や
価
格
高
騰
も
起
こ
り
得
る
。

　

当
面
は
経
過
措
置
と
し
て
、
関
西
電
力
な
ど
一
般

電
気
事
業
者
に
は
規
制
料
金
が
残
り
、
安
定
供
給
義

務
も
課
せ
ら
れ
た
ま
ま
。
自
由
化
と
い
え
ど
も
一
般

電
気
事
業
者
に
大
き
く
頼
っ
て
の
船
出
だ
。

　

も
と
も
と
安
定
供
給
を
使
命
と
し
て
き
た
電
力
会

社
だ
が
、
自
由
化
は
安
定
供
給
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク

電
気
以
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
ど
う
生
か
す
か
。
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
が
行
き
渡
り
、
多
様
な
情
報
の
見
え
る

化
が
進
む
な
か
、
単
な
る
節
電
ア
ド
バ
イ
ス
を
超
え

て
、
個
々
の
生
活
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス

も
可
能
に
な
る
。

　

電
気
は
万
人
が
使
う
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
も
の

と
つ
な
が
り
、
多
様
な
価
値
を
生
む
。
電
力
会
社
は

あ
ら
ゆ
る
も
の
の
ネ
ク
サ
ス
（
結
節
点
）
に
な
り
得

る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

い
よ
い
よ
始
ま
る
電
力
小
売
全
面
自
由
化
時
代

─
─
い
く
ら
立
派
な
能
書
き
を
並
べ
て
も
、
選
ん
で

も
ら
え
な
け
れ
ば
意
味
は
な
い
。
電
気
「
も
」
売
る

会
社
と
し
て
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
挑
む
姿
に
期
待
し

た
い
。

マ
イ
ン
ド
を
萎
え
さ
せ
る
リ
ス
ク
も
有
す
る
。
例
え

ば
東
日
本
大
震
災
後
、
原
子
力
が
止
ま
る
な
か
、
現

場
で
は
老
朽
火
力
を
フ
ル
稼
動
さ
せ
て
頑
張
っ
て
き

た
の
に
、
そ
の
結
果
が
「
電
気
は
足
り
て
い
る
」「
だ

か
ら
原
子
力
は
不
要
だ
」
と
。
ど
ん
な
状
況
で
も
安

定
し
て
電
気
を
届
け
よ
う
と
し
た
頑
張
り
は
一
体
何

だ
っ
た
の
か
。
見
え
な
い
も
の
に
対
す
る
世
間
の
人

の
感
覚
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

採
算
が
合
わ
な
い
も
の
を
削
ら
な
い
と
生
き
残
れ

な
い
の
が
自
由
競
争
の
世
界
だ
が
、
一
方
で
余
力
を

持
つ
こ
と
が
安
定
供
給
に
つ
な
が
る
。
と
こ
ろ
が
電

源
が
足
り
て
い
る
か
ど
う
か
さ
え
、
あ
ま
り
に
見
解

の
乖
離
が
あ
る
。
し
か
も
自
由
化
で
多
様
な
主
体
が

参
入
す
る
と
、
よ
り
高
度
な
需
給
調
整
や
新
た
な
送

配
電
投
資
も
必
要
に
な
る
。
に
も
拘
ら
ず
託
送
料
金

を
削
り
込
む
な
ど
す
れ
ば
、
設
備
投
資
を
削
ら
ざ
る

を
得
な
い
方
向
に
進
む
。
こ
れ
で
は
短
期
的
に
は
電

自 由 化 へ の 視 点

大
橋 

弘 

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

教
授

意
義
と
見
通
し

電
気
を
選
べ
る
時
代
、

自
由
な
選
択
に
は
責
任
が
伴
う

おおはし　ひろし
東京大学大学院経済学研究科 教授

（産業組織・競争政策）
1970年東京都生まれ。東京大学経済
学部卒、同大学院経済学研究科修士
号取得、ノースウェスタン大学博士
号取得。東京大学大学院経済学研究
科助教授などを経て、2012年より現
職。編著『プロダクト・イノベーショ
ンの経済分析』、共著『日本発! エネル
ギー新産業 グローバルで勝つ3つの
ヒジネス戦略』など。電力システム
改革に関する制度設計WG委員、原
子力小委員会原子力事業環境整備検
討専門WG委員など。
http://www.ohashi.e.u-tokyo.ac.jp/

気
料
金
は
下
が
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
長
期
的
に

は
安
定
供
給
に
支
障
を
来
し
か
ね
な
い
。

　

既
に
設
備
も
人
材
も
足
り
て
い
て
、
そ
れ
を
ど
う

効
率
化
す
る
か
、
が
自
由
化
の
得
意
領
域
だ
が
、
供

給
力
不
足
の
時
に
自
由
化
す
る
と
価
格
高
騰
や
停
電

な
ど
負
の
側
面
が
現
実
化
す
る
。
経
営
効
率
化
と
安

定
供
給
と
い
う
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
側
面
を
巧
く
均
霑

化
さ
せ
る
し
く
み
が
地
域
独
占
・
総
括
原
価
方
式

だ
っ
た
が
、
日
本
は
既
に
自
由
化
に
舵
を
切
っ
た
。

タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
ズ
レ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る

が
、
舵
を
切
っ
た
以
上
は
少
し
で
も
良
い
シ
ス
テ
ム

に
し
て
自
由
化
に
臨
ま
な
い
と
い
け
な
い
。

　

自
由
化
に
光
と
影
は
必
ず
あ
る
。
生
活
・
産
業
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
担
う
電
気
事
業
は
、
完
全
に
自
由

化
は
で
き
な
い
。
安
定
供
給
の
た
め
に
は
自
由
化
と

逆
行
す
る
規
制
的
要
素
も
加
え
な
が
ら
、
国
の
責
務

と
し
て
き
ち
ん
と
手
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
手
当
も
し
な
い
ま
ま
、
電
力
会
社
の
安
定
供
給
マ

イ
ン
ド
だ
け
に
頼
る
の
は
、
反
則
だ
。

　

制
度
を
整
え
る
一
方
で
、
従
来
、
規
制
料
金
下

で
規
制
当
局
・
経
済
産
業
省
の
方
を
向
く
こ
と
の

多
か
っ
た
電
力
会
社
は
今
後
、
需
要
家
に
顔
を
向

け
、
需
要
家
に
選
ば
れ
る
た
め
に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に

動
か
な
い
と
い
け
な
い
。
従
来
は
電
気
の
安
定
供
給

が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
電
気
「
も
」

売
る
事
業
者
に
な
る
。
長
く
地
域
に
根
づ
い
て

や
っ
て
き
た
だ
け
に
、
需
要
家
に
近
く
、
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
も
信
頼
も
あ
る
。
こ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

＊供給約款：家庭などの一般の需要に応じて電気を供給する場合に、
電気料金その他の供給条件を定めたもの

＊選択約款：電力会社の効率的な企業運営に資する電気料金その他
の供給条件であって、需要家が供給約款との間で選択可能なもの

資源エネルギー庁の資料をもとに編集室作成

電力小売全面自由化の経過措置

自由化前

2016年４月～
小売全面自由化（経過措置期間）

2020年4月以降
経過措置終了後  

低圧部門の需要家

離島供給
経過措置約款

自由料金
メニュー

電力会社の
小売部門

一般
送配電事業者

新しい
小売電気事業者

自由料金
メニュー

最終保障・
離島供給

一般
送配電事業者

自由料金
メニュー

小売電気事業者
（電力会社、新しい小売電気事業者）

供給約款

選択約款

電力会社

小売各社から提供されるさまざまなプランのイメージ

電気とガスの
同時契約による
割引プラン

電力小売会社
ガス小売会社

携帯料金との
セット契約
割引プラン

携帯電話会社

エコ発電した
電気を使う
プラン

FIT電気

住宅購入
顧客への
割引プラン

住宅メーカー

ポイント付加
プラン

ポイント
サービス

資源エネルギー庁の
資料をもとに編集室作成
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先
例
は
な
い
─
─
日
本
は
今
、
東
日
本
大
震
災
以

降
止
ま
っ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
が
徐
々
に
再
稼
動

を
始
め
、
石
油
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
は
歴
史
的
下
落
を
続

け
、
さ
ら
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
加
す
る
な

ど
、
電
源
構
成
要
素
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
き
て

い
る
。
し
か
も
原
子
力
は
、
規
制
委
員
会
の
審
査
に

再
稼
動
の
是
非
を
委
ね
ら
れ
今
後
の
見
通
し
が
立
た

ず
、
事
業
者
は
「
政
治
的
不
安
定
性
」
と
い
う
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
る
。
電
力
自
由
化
は
欧
米
が
先
行
し

た
が
、
こ
こ
ま
で
事
業
環
境
が
変
化
す
る
な
か
で
の

自
由
化
は
諸
外
国
で
も
例
が
な
い
。

　

諸
外
国
の
自
由
化
で
は
新
規
参
入
者
が
早
々
に

淘
汰
さ
れ
た
り
、
電
気
料
金
が
高
騰
し
た
り
し
た

が
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
主
な
要
因
は
大
手
電

力
会
社
が
市
場
支
配
力
を
行
使
し
て
自
ら
に
有
利
な

よ
う
市
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
こ
と
に
あ
る
。
ド

イ
ツ
で
は
大
手
電
力
会
社
が
電
力
業
界
の
自
主
規
制

に
任
せ
た
不
透
明
な
制
度
を
利
用
し
、
高
い
託
送
料

金
で
利
益
を
得
な
が
ら
、
小
売
で
は
赤
字
で
展
開
し

た
。
こ
れ
で
は
新
規
参
入
者
が
勝
て
る
わ
け
が
な
く
、

次
々
淘
汰
さ
れ
た
あ
と
、
よ
う
や
く
規
制
機
関
が
設

置
さ
れ
た
。

　

自
由
化
は
何
で
も
市
場
原
理
に
任
せ
れ
ば
上
手
く

い
く
も
の
で
は
な
い
。
事
業
者
が
何
を
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
ど
う
い
う
行
動
を
取
り
得
る
か
、
を
適
切

に
見
極
め
、
市
場
に
任
せ
る
部
分
と
規
制
す
る
部
分

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ら
な
い
と
効
果
は
発
揮
さ
れ
な
い
。

欧
州
で
は
規
制
変
更
と
抜
け
道
探
し
を
イ
タ
チ
ご
っ

こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し
、
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
電
力
会
社
が
持
つ
マ
イ
ン
ド
が
違
う
し
、

後
発
国
と
し
て
諸
外
国
の
先
例
を
踏
ま
え
た
制
度
的

な
担
保
を
充
実
さ
せ
て
い
る
が
、
想
定
外
の
こ
と
は

起
こ
り
得
る
。
競
争
促
進
と
同
時
に
生
活
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
安
定
供
給
を
維
持
す
る
に
は
、
頼
り
過
ぎ

　

世
界
で
は
今
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
ト
リ
ガ
ー
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
変
化
が
同

時
多
発
的
に
起
き
て
い
る
。
環
境
変
化
の
な
か
で
従

来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
固
執
は
戦
略
の
自
由
度

を
狭
め
て
し
ま
う
。
欧
州
の
電
力
会
社
は
再
エ
ネ
の

可
能
性
を
低
く
見
積
も
り
過
ぎ
て
い
た
が
、
想
像
以

上
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
は
崩
壊
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

と
提
携
し
て
再
エ
ネ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
模
索
す
る
な
ど
、
今
慌
て
て
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
、
供
給
力
が
逼
迫
し
、
卸
市
場
の

流
動
性
が
低
い
う
ち
は
、
発
電
所
を
持
つ
電
力
会
社

が
強
い
の
は
当
然
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
に
強
み
の
あ
る

事
業
者
が
新
た
に
参
入
す
れ
ば
電
力
会
社
へ
の
刺
激

に
な
る
。

　

未
だ
世
界
の
ど
こ
に
も
見
本
が
な
い
か
ら
こ
そ
、

日
本
が
新
し
い
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
や
コ

ン
テ
ン
ツ
を
儲
け
の
源
泉
に
し
て
い
け
ば
、
従
来
の

イ
ン
フ
ラ
輸
出
に
加
え
て
電
力
サ
ー
ビ
ス
輸
出
と
い

う
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
。

　

原
子
力
が
再
稼
動
し
て
い
け
ば
発
電
事
業
で
強
み

を
発
揮
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
固
執
せ
ず

視
野
を
拡
げ
て
多
様
な
可
能
性
に
挑
戦
す
れ
ば
、
世

界
の
モ
デ
ル
に
躍
り
出
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

も
い
け
な
い
が
、
電
力
会
社
の
安
定
供
給
に
か
か
る

プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
を
新
規
参
入
者
は
共
有
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
点
で
懸
念
し
て
い
る
の
が
、
小
売
事
業
に
申

請
が
殺
到
し
、
既
に
２
０
０
社
以
上
が
登
録
さ
れ
た

こ
と
。
実
際
に
ど
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
の
か
、
本
当

に
供
給
で
き
る
の
か
、
不
安
を
禁
じ
得
な
い
。

　

電
気
事
業
の
利
幅
は
決
し
て
厚
く
な
い
。
自
ら
の

本
業
は
別
に
あ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
関
心
を
惹
く
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
赤
字
覚
悟
で
電
気
を
扱
う
方
法
も

あ
る
が
、
電
力
供
給
は
継
続
的
な
も
の
。
ず
っ
と
赤

字
で
は
や
が
て
行
き
詰
ま
る
。
ま
た
、
時
流
に
乗
っ

て
参
入
し
た
も
の
の
、
得
ら
れ
る
「
旨
味
」
が
少
な

く
な
る
と
早
々
に
市
場
撤
退
─
─
最
初
は
魅
力
的
な

条
件
を
提
示
す
る
も
の
の
想
定
が
甘
く
条
件
の
継
続

的
な
提
供
が
困
難
に
な
る
と
条
件
変
更
や
市
場
撤
退

と
い
う
の
で
は
、
需
要
家
が
安
心
し
て
電
力
小
売
事

自 由 化 へ の 視 点
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外
国
の
先
例
を
超
え
て

新
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い
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つ
く
る

つつい　しんすけ
A.T.カーニー プリンシパル
1977年生まれ。東京大学工学部機
械 工 学 科 卒。JCBを 経 て、2009年
A.T.カーニー入社。金融、通信、流通、
物流など多様な業種で経営改革や新
規事業戦略の立案等に携わる。東日
本大震災を機にエネルギーに関する
課題解決は企業益と公益の双方につ
ながると考え「エネルギー」を自身の
メインテーマに設定。13-14年資源
エネルギー庁電力改革推進室（課長
補佐）出向、電力改革の政策立案に携
わる。14年より京都大学大学院特
任准教授。
https://www.atkearney.co.jp/
chemicals/shinsuke-tsutsui

電源構成（発電電力量）の変化

諸外国の先進事例における教訓と日本の対応

経済産業省の資料をもとに編集室作成

経済産業省の資料をもとに編集室作成

業
者
を
選
べ
な
く
な
り
、
問
題
だ
。

　

当
面
、
電
力
会
社
に
は
経
過
措
置
と
し
て
規
制
料

金
が
残
る
。
市
場
支
配
力
を
行
使
し
う
る
電
力
会
社

に
競
争
が
進
展
す
る
ま
で
キ
ャ
ッ
プ
を
は
め
る
も
の

だ
が
、
本
来
の
競
争
市
場
と
し
て
は
歪
な
形
で
あ
り
、

ク
リ
ー
ム
ス
キ
ミ
ン
グ
の
原
資
と
な
り
、
安
易
な
市

場
参
加
を
誘
引
し
か
ね
な
い
。

　

一
方
で
、
安
定
供
給
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
も
、
電

力
会
社
を
含
め
各
電
力
小
売
事
業
者
に
は
、
単
な
る

価
格
勝
負
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
の
供
給
者
で
な
く
、
需

要
家
の
生
活
を
よ
り
良
い
方
向
に
導
く
提
案
者
と
し

て
の
視
点
を
期
待
し
た
い
。
電
気
は
媒
体
で
あ
り
、

そ
の
先
に
は
需
要
家
個
々
の
生
活
が
あ
る
。
家
庭
の

電
力
消
費
量
の
デ
ィ
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
（
分
解
）
に

よ
る
「
見
え
る
化
」
が
進
む
と
、
電
力
消
費
情
報
は

単
な
る
波
形
で
は
な
く
需
要
家
の
生
活
を
知
る
ツ
ー

ル
と
な
り
、
よ
り
具
体
的
な
ワ
ン
・
ト
ゥ
・
ワ
ン
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

国 課題 教訓 日本の電力システム改革での対応

英国
自由化と同時に料金規
制を撤廃したことにより
価格上昇が生じた

競争が働くまでは料
金規制を残すことが
必要

競争の状況を見極めた上で料
金規制を撤廃し、その後も適切
な市場監視を実施

フランス

一度自由料金で供給を
受けると規制料金に戻れ
ない制度のため、自由化
後も規制料金の体系に
とどまる需要家が多い

需要家の自由な選択
を妨げない制度とす
ることが重要

自由料金を選択した需要家が
規制料金に戻ることもできる制
度とし、自由料金に移る際の抵
抗感を軽減

米国
カリフォルニア

供給力が不足する状況
下で小売料金の凍結を
行ったため、発電投資が
進まず停電を引き起こし
た

コストの上昇が価格
に反映されるしくみが
重要

小売料金規制が残る経過措置
期間中も上限価格規制は行わ
ず、従来同様、認可によりコスト
上昇を価格に反映できるしくみと
する

ドイツ
風力発電の導入拡大に
対応する広域送電線の
容量不足が生じている

広域的な送電インフ
ラの増強が進むしく
みが必要

広域的運営推進機関を設立し、
連系線等の送電インフラの増強
を促進

韓国

系統運用機関が供給力
不足を適切に把握してい
なかったため、輪番停電
が発生

系統運用機関によ
る複層的なチェック
や適切な情報共有
が重要

送配電事業者（各区域）と広域
的運営推進機関（全国）による
複層的な需給の把握・調整

米国
東部

事業者間の連携不足で
大停電を招いた

送配電事業者同士、
送配電事業者と発
電事業者間の連携
ルールが必要

送配電事業者同士、送配電事
業者と発電事業者が連携を確
実に行うためのルールを策定

2014年度 2030年度

再生可能エネルギー 12％
（うち水力 9％）

原子力
20～22％程度

原子力
0％

石油
11％

石油 3%程度

LNG
46％ LNG

27％程度

石炭
31％

石炭
26％程度

再生可能エネルギー
22～24%程度

（うち水力 8.8～9.2％程度）
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国
民
生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
産

業
に
お
い
て
は
、
公
益
性
と
競
争
原
理
の
両
立
を
工

夫
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
こ
の
よ
う
な
産
業
で
は
、

競
争
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
採
算
が
合
わ
ず
見
放
さ

れ
る
人
や
地
域
が
出
て
く
る
の
で
は
、
と
い
っ
た
懸

念
の
声
が
上
が
る
こ
と
も
あ
る
。
郵
政
民
営
化
の
時

に
は
、
過
疎
地
の
郵
便
事
業
の
維
持
が
不
安
視
さ
れ

た
り
も
し
た
。
民
間
事
業
者
に
市
場
価
格
で
や
っ
て

も
ら
え
ば
い
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
サ
ー
ビ
ス
（
ど
こ
で
も
一
律
に
同
一
価
格
、
同

一
条
件
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
）
を
残
す
こ
と
に

な
っ
た
。
公
共
交
通
の
世
界
で
は
、
運
賃
収
入
だ
け

で
は
赤
字
に
な
る
地
域
に
お
い
て
、
車
が
運
転
で
き

な
い
人
の
た
め
に
補
助
金
で
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い

る
例
も
あ
る
。
電
力
小
売
全
面
自
由
化
で
も
、
電
気

事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
設
計
に
よ
っ
て
、
公
益
性

と
競
争
原
理
を
両
立
さ
せ
る
よ
う
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

電
力
自
由
化
は
利
用
者
が
自
分
に
合
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
選
べ
る
点
で
望
ま
し
い
。
例
え
ば
電
力
・
ガ

ス
・
通
信
と
い
う
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
支
出
を
セ
ッ
ト

で
支
払
う
、
商
品
メ
ニ
ュ
ー
が
多
様
に
な
る
な
ど
、

利
用
形
態
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
者
を
選
べ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

一
方
、
国
民
の
生
活
基
盤
・
経
済
活
動
の
根
底
に

あ
る
電
気
料
金
の
低
下
が
、
ど
の
程
度
維
持
さ
れ
る

か
は
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
欧
米
を

見
る
と
、
自
由
化
し
て
一
旦
下
が
っ
た
料
金
が
、
そ

の
後
上
が
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、
地
球
環
境
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
が
そ
の
一

因
と
い
う
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。

　

だ
か
ら
と
言
っ
て
、
原
価
増
を
回
避
し
、
収
益
性

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
発
電
・
流
通
の
修

繕
や
設
備
投
資
を
過
小
に
し
て
、
安
定
供
給
に
支
障

を
来
す
こ
と
は
回
避
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
国
民

生
活
や
経
済
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
が
計
り
知
れ
な
い

だ
け
に
、
海
外
で
過
去
あ
っ
た
大
停
電
の
よ
う
な
事

態
は
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
。
高
度
経
済
成
長
期
に

形
成
さ
れ
た
設
備
が
更
新
期
を
迎
え
、
コ
ス
ト
が
嵩

ん
で
い
く
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
自
由
化
の
な
か
で
、

安
定
供
給
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
事
業
者
は
リ
ス
ク
を

勘
案
し
な
が
ら
も
、
最
大
限
の
コ
ス
ト
削
減
努
力
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

純
粋
に
競
争
に
だ
け
目
を
向
け
る
と
劣
後
し
が
ち

な
公
益
性
を
、
企
業
の
モ
ラ
ル
や
善
意
に
任
せ
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
制
度
的
に
も
手
当
て
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
補
助
金
で

支
え
る
と
、
産
業
と
し
て
競
争
力
を
失
っ
て
い
く
お

そ
れ
も
あ
る
た
め
、
何
ら
か
の
形
で
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

回
収
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
料
金
で
回
収

自 由 化 へ の 視 点

秋
池
玲
子 

ボ
ス
ト
ン 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

グ
ル
ー
プ  

シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
＆
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

安
定
供
給

公
益
性
と
競
争
の

バ
ラ
ン
ス
を
求
め
続
け
る

あきいけ　れいこ　　
BCGシニア・パートナー&
マネージング・ディレクター
早稲田大学理工学部卒、同大学院
修了。マサチューセッツ工科大学
スローン経営大学院経営学修士

（MBA）。キリンビール、マッキン
ゼー・アンド・カンパニー、産業再生
機構を経て、現職。BCGパブリック
セクターグループの日本リーダー。
政府系の委員も歴任。
http://www.bcg.co.jp/

す
る
こ
と
で
国
民
も
公
益
性
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
自

覚
で
き
る
し
、
逆
に
こ
こ
ま
で
過
剰
な
公
益
性
は
い

ら
な
い
と
い
う
議
論
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

逆
説
的
だ
が
、
従
来
は
独
占
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
が

ゆ
え
に
、
高
品
質
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
面
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
自
由
化
の
競
争
の
な
か
で
、

真
に
必
要
な
電
気
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
水
準
が

と
を
国
民
も
理
解
す
る
と
き
に
来
て
い
る
。

　

消
費
者
は
公
益
性
の
面
で
リ
ス
ク
テ
イ
ク
も
含
め

た
自
由
化
だ
と
い
う
こ
と
を
弁
え
な
い
と
い
け
な
い

し
、
公
益
性
を
維
持
す
る
マ
イ
ン
ド
が
浸
透
し
て
い

る
が
た
め
に
動
き
が
鈍
く
な
り
が
ち
な
電
力
会
社
は

異
業
種
の
参
入
者
か
ら
刺
激
を
受
け
る
部
分
も
あ
る

だ
ろ
う
。

　

互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
競
争
の
根
本
で
あ

り
、
各
々
が
公
益
性
と
競
争
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
利
用
者
は

サ
ー
ビ
ス
と
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
、
既
存
電
力
会
社
は

公
益
性
と
収
益
性
の
バ
ラ
ン
ス
、
新
規
事
業
者
は
顧

客
満
足
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン
ス
、
制
度
設
計
者
は
規

制
と
自
由
の
バ
ラ
ン
ス
、
を
常
に
考
え
続
け
る
こ
と

が
重
要
だ
。

　

限
ら
れ
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
だ
け
が
参
画
す
る
閉
じ
た

市
場
が
大
き
く
開
か
れ
、
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
参

画
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
従
来
明
文
化
し
て
い
な
か
っ

た
要
素
を
明
文
化
す
る
必
要
も
出
て
く
る
。
公
益
性

と
競
争
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
安
定
供
給
を
守
る
た
め
、

想
定
で
き
る
手
当
を
関
係
者
が
行
っ
た
上
で
、
市
場

の
選
択
に
任
せ
る
。
電
気
事
業
の
自
由
化
と
は
そ
う

い
う
も
の
。
新
し
い
環
境
の
な
か
で
、
電
力
会
社
が

過
去
築
い
て
き
た
安
心
と
信
頼
の
イ
メ
ー
ジ
を
ベ
ー

ス
に
、
ど
う
競
争
力
を
磨
い
て
い
く
か
─
─
関
心
を

持
っ
て
見
守
り
た
い
。

何
か
を
考
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

公
益
性
の
た
め
に
す
べ
き
こ
と
、
競
争
に
勝
つ
た

め
す
べ
き
こ
と
、
今
は
必
要
の
な
い
こ
と
─
─
の
３

つ
を
分
け
て
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
実
行
す
る
こ
と

が
競
争
時
代
の
電
力
会
社
の
あ
り
方
だ
ろ
う
。

　

日
本
の
消
費
者
は
品
質
に
厳
し
い
。
高
品
質
の
電

気
や
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
相
応
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
こ

1軒あたりの年間停電時間の国際比較

関西電力、日本平均：2014年度実績 米国、イタリア、ドイツ：2013年実績
オーストラリア、韓国：2012年実績 イギリス、フランス：2010年実績

海外電力調査会「海外電気事業統計2014年版」などの資料をもとに編集室作成

関西電力 日本平均 韓国 ドイツ 米国
（ニューヨーク州）

イタリア イギリス フランス 米国
（カリフォルニア州）

オーストラリア
0

50

100

150

200

250

300

5
20 12 15 21

65 70
95

115

244
■停電時間（分/軒）

発電・送配電・小売の各事業者の改革後の姿

資源エネルギー庁の資料をもとに編集室作成

A 発電事業者
❶発電所の建設　❷燃料の調達　❸発電所の運転
❹小売電気事業者（または自社の小売部門＊）への電気の販売

Ｂ 送配電事業者
• ①地域独占・料金規制、②料金による投資回収の保証､
  ③供給責任を措置（最終保障サービス提供､需給バランスの維持義務等）
• 中立性確保のための人事・会計等に関する規制

❶送配電網の建設・保守
❷電力系統の運用
　（各発電所への指令や、送配電網の運用による安定的な電力の供給）
❸メーターの設置、電力使用量の検針
❹「最終保障サービス」や「離島への料金平準化措置」の提供

Ｃ 小売電気事業者
❶顧客に販売する電力の調達
　（発電事業者からの購入、または自社の発電部門からの調達＊など）
❷料金メニューの開発・提供　❸顧客への営業、各種サービスの提供
❹料金の徴収

＊同一事業者が小売部門と発電部門の双方を持つ場合

発電事業者

送配電事業者

小売電気事業者

需要家

小売電気事業者への販売契約

需要家への小売契約

（地域独占・料金規制等）

（設備を保有する必要はない）

託送契約
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「
日
本
の
電
気
は
安
い
！
」
─
─
電
力
自
由
化
で

先
行
し
た
欧
州
で
10
年
20
年
過
ご
し
て
帰
国
し
た
人

は
そ
う
言
う
。
ド
イ
ツ
も
イ
タ
リ
ア
も
２
０
０
０
年

代
に
電
気
料
金
が
高
騰
し
た
か
ら
だ
。

　

電
力
小
売
全
面
自
由
化
が
始
ま
る
日
本
で
、
果
た

し
て
料
金
は
ど
う
な
る
の
か
。
安
い
電
気
料
金
の
実

現
に
は
、
経
営
効
率
化
や
人
件
費
削
減
を
思
い
浮
か

べ
が
ち
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き

な
い
。
電
気
料
金
に
関
わ
る
コ
ス
ト
の
内
訳
は
、
燃

料
費
と
設
備
費
が
ほ
と
ん
ど
で
、
人
件
費
は
８
〜

９
％
。
こ
れ
を
含
め
て
コ
ス
ト
を
最
大
限
見
直
し
て

も
、
料
金
引
き
下
げ
余
地
は
２
〜
３
％
程
度
。
む
し

ろ
、
そ
れ
を
上
回
る
上
昇
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

と
い
う
の
も
総
括
原
価
方
式
の
狙
い
は
、
電
力
会

社
に
安
定
供
給
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
と
、
国
と
し

て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
。
国
民
か
ら
す

れ
ば
質
の
高
い
電
気
を
長
く
安
定
し
て
使
え
る
わ
け

だ
が
、
こ
の
総
括
原
価
方
式
の
見
え
ざ
る
メ
リ
ッ
ト

は
自
由
化
に
な
る
と
失
わ
れ
る
。
事
業
と
し
て
コ
ス

ト
合
理
性
が
な
い
か
ら
だ
。
享
受
し
続
け
た
い
な
ら

公
的
に
補
う
し
く
み
を
つ
く
り
、
そ
の
コ
ス
ト
は
国

民
が
負
担
す
る
。
規
制
に
よ
っ
て
電
力
会
社
に
義
務

を
負
わ
せ
る
の
で
な
く
、
安
定
供
給
を
実
現
す
る
た

め
の
価
格
を
市
場
の
中
で
明
示
し
て
い
く
。
そ
う
す

れ
ば
賢
明
な
る
国
民
は
こ
れ
ま
で
電
力
会
社
が
公
益

の
た
め
担
っ
て
き
た
役
割
や
価
値
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。

　

た
だ
こ
の
明
示
的
な
コ
ス
ト
負
担
に
よ
っ
て
は
、

中
長
期
的
に
は
経
営
効
率
化
に
よ
っ
て
削
減
で
き
る

２
〜
３
％
を
相
殺
し
、
さ
ら
に
５
％
程
度
の
料
金
上

昇
に
な
る
だ
ろ
う
。
自
由
化
が
め
ざ
し
た
メ
リ
ッ
ト

は
幻
想
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

電
気
料
金
の
上
昇
要
因
は
、
電
源
構
成
要
素
の
変

化
に
も
潜
ん
で
い
る
。
発
電
コ
ス
ト
の
大
半
を
燃
料

費
が
占
め
る
な
ら
、
燃
料
費
タ
ダ
の
再
生
可
能
エ
ネ

下
げ
を
続
け
る
と
赤
字
を
被
り
、
値
上
げ
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
高
い
電
気

料
金
は
電
力
多
消
費
産
業
の
中
小
企
業
経
営
を
圧
迫

す
る
が
、
そ
れ
が
海
外
展
開
を
促
す
き
っ
か
け
に
な

る
場
合
も
あ
る
し
、
電
力
コ
ス
ト
上
昇
を
転
嫁
で
き

る
ほ
ど
に
競
争
力
の
あ
る
高
付
加
価
値
製
品
づ
く
り

を
促
す
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
で
き
な
い
企
業
に

対
し
て
は
激
変
緩
和
コ
ス
ト
を
国
民
が
負
担
し
つ
つ
、

長
期
的
に
は
産
業
構
造
転
換
を
促
し
て
い
く
。
電
気

料
金
水
準
は
そ
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。

　

全
面
自
由
化
の
な
か
で
既
存
電
力
会
社
は
、
地
域

経
済
に
根
づ
く
姿
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
銀
行
の
場
合
、
90
年
代
の
金
融
ビ
ッ
グ

バ
ン
で
13
行
あ
っ
た
都
市
銀
行
は
３
大
メ
ガ
バ
ン
ク

へ
と
統
合
・
再
編
。
国
内
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
直
接
的
メ

リ
ッ
ト
は
定
か
で
な
い
が
、
国
際
競
争
力
を
持
っ
た

こ
と
は
確
か
だ
。
電
力
会
社
も
基
礎
体
力
を
つ
け
、

も
う
少
し
大
き
な
企
業
体
と
し
て
国
際
市
場
に
打
っ

て
出
れ
ば
い
い
。
電
力
自
由
化
で
イ
タ
リ
ア
経
済
は

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
が
、
大
手
電
力
エ
ネ
ル
は
他
国

に
進
出
し
収
益
を
倍
増
さ
せ
た
。
日
本
の
電
力
会
社

も
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
公
益
性
を
ベ
ー
ス
に
、
ア

ジ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
企
業
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

し
て
ほ
し
い
。
世
界
の
公
益
に
つ
な
が
る
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を
見
て
、
日
本
国
民
と
し
て
誇
り
に
思
う
、
そ

ん
な
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

ル
ギ
ー
の
増
加
で
安
く
な
る
と
思
い
が
ち
。
確
か
に

再
エ
ネ
電
源
が
増
え
る
と
、
諸
外
国
で
も
卸
価
格
は

下
が
っ
た
が
、
逆
に
小
売
価
格
は
上
昇
し
た
。
再
エ

ネ
が
増
え
た
分
だ
け
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
取
制

度
）
賦
課
金
と
需
給
調
整
コ
ス
ト
が
増
え
る
た
め
、

小
売
価
格
は
上
が
り
国
民
負
担
は
増
大
す
る
わ
け
だ
。

　

日
本
で
も
こ
の
ま
ま
Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
の
負
担
が
増

え
る
と
、
２
０
２
０
〜
30
年
に
２
〜
３
割
の
電
気
料

金
上
昇
が
「
約
束
」
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
需
給
調

整
コ
ス
ト
な
ど
を
加
え
る
と
さ
ら
に
５
％
上
が
り
、

世
界
一
高
い
電
気
料
金
に
逆
戻
り
だ
。
そ
れ
を
抑
制

す
る
に
は
今
あ
る
原
子
力
を
使
わ
な
い
と
い
う
選
択

肢
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
少
な
い
日
本
の
場

合
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
た
め
に
国
民
が
払
う

べ
き
コ
ス
ト
は
他
の
国
に
比
べ
て
高
く
な
る
。

　

日
本
と
同
様
、
国
内
資
源
に
乏
し
い
イ
タ
リ
ア
は
、

自 由 化 へ の 視 点

野
村
浩
二 

慶
應
義
塾
大
学
産
業
研
究
所 

准
教
授

料
金下

が
る
と
は
限
ら
な
い

電
気
料
金
、

負
担
増
への
覚
悟
を

のむら　こうじ
慶應義塾大学産業研究所 准教授

（応用計量経済学・経済統計学）
1971年北海道生まれ。慶應義塾大
学商学部卒、同大学院商学研究科博
士課程単位取得退学。慶應義塾大
学産業研究所助手、2003年より現職。
米国ハーバード大学ケネディスクー
ルCBGフェロー、OECDエコノミス
トなども務めた。経済産業省長期エ
ネルギー需給見通し小委員会委員、
資源エネルギー庁総合資源エネル
ギー調査会基本政策分科会再生可能
エネルギー導入促進関連制度改革小
委員会委員など歴任し、現在、経済産
業省産業構造審議会臨時委員など。
https://k-ris.keio.ac.jp/Profiles/68/0006703/
profile.html

脱
原
子
力
に
伴
い
８
割
を
輸
入
化
石
燃
料
に
頼
っ
て

い
る
。
天
然
ガ
ス
火
力
を
主
力
電
源
に
据
え
、
ロ
シ

ア
に
偏
っ
て
い
た
輸
入
先
を
北
海
や
ア
フ
リ
カ
に
分

散
。
ロ
シ
ア
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
回
避
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
問
題
を
ク
リ
ア
し
た
と
認
識
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
政
治
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
で
あ
り
、
経
済
的
に
は
ロ
シ
ア
の
ガ
ス
価
格

が
上
が
る
と
き
は
他
の
国
の
価
格
も
一
斉
に
上
昇
。

イ
タ
リ
ア
は
08
年
の
価
格
上
昇
の
直
撃
を
受
け
て
一

気
に
電
気
料
金
が
倍
増
、
欧
州
で
唯
一
マ
イ
ナ
ス
経

＊事業報酬から利払、配当を行う
＊「控除収益」とは、他社販売電力料、託送収益など電気事業を行う上で得られる収益（ただし料

金収入以外）
需給検証委員会の資料をもとに編集室作成

IEA Energy Prices and Taxesの資料をもとに編集室作成

済
成
長
を
喫
し
た
。

　

日
本
が
そ
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
に
は
、
原
子
力
発

電
所
の
再
稼
動
で
化
石
燃
料
費
を
抑
え
つ
つ
、
そ
の

分
、
再
エ
ネ
拡
大
を
国
民
負
担
で
進
め
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
。

　

電
力
小
売
全
面
自
由
化
の
開
始
に
際
し
、
新
規
参

入
組
を
含
め
各
社
と
も
安
い
電
気
料
金
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
が
、
電
気
料
金
は
下
げ
す
ぎ
る
の
も
問
題

で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
節
電
努
力
を
促
す
意
味
で
は
現
水

準
を
維
持
す
る
く
ら
い
が
望
ま
し
い
。
ム
リ
し
て
値

電気料金の総原価等
9社計：東電以外の8社は2008年料金改定ベース、東電は2012年料金改定ベース

家庭用電気料金の国際比較

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2Ｑ
0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

0.40

0.45（＄/kWh）

（年）

0.41

0.32

0.26
0.24
0.21

0.13
0.11

ドイツ
イタリア
スペイン
英国
日本
フランス
米国
韓国

適正費用（営業費） 15兆4305億円 ＋ 公正報酬（事業報酬） 8728億円

総原価 15兆5379億円

［燃料費調整制度］
燃料価格に応じて変動

燃料費増加コスト
3.2兆円（19.9％）

燃料費
5兆１０９２億円
（31.3％）

購入電力料
2兆1690億円
（13.3％）

減価償却費
2兆39億円
（12.3％）

公租公課
1兆358億円
（6.4％）

修繕費
1兆5704億円

（9.6％）

人件費
1兆3358億円

（8.2％）

その他経費
2兆2060億円
（13.5％）

事業報酬
8728億円
（5.4％）

控除収益
7654億円

火力発電比率が高まっても
料金には反映されない
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電
力
小
売
全
面
自
由
化
が
始
ま
っ
た
。
自
由
化
後

の
電
力
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
発
電
・
小
売
は
総
括
原

価
方
式
が
な
く
な
り
、
送
電
は
共
通
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
公
平
・
中
立
の
立
場
で
運
営
、
既
存
電
力
会
社
が

引
き
続
き
安
定
供
給
の
責
任
を
負
う
。

　

美
味
し
い
水
と
高
品
質
の
電
気
を
天
与
の
も
の
と

し
て
育
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
競
争
価
格
で
こ
れ

ま
で
ど
お
り
安
定
し
て
電
気
を
使
い
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
自
由
化
に
は
リ
ス
ク
も
伴
う
。
資
源
小
国

日
本
に
と
っ
て
、３
Ｅ
＋
Ｓ
、
安
全
性（Safety

）を
大
前

提
に
、環
境
性（Environm

ental conservation

）、供

給
安
定
性（Energy security

）、経
済
性（Econom

y

）

の
達
成
に
よ
る
最
適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
が
重

要
な
課
題
で
、
自
由
化
が
こ
の
実
現
を
危
う
く
す
る

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
つ
は
環
境
性
の
側
面
か
ら
の
リ
ス
ク
。
例
え
ば

電
気
料
金
を
抑
制
す
る
た
め
安
価
な
石
炭
火
力
の
新

設
計
画
が
相
次
ぐ
が
、
自
由
化
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、

温
暖
化
リ
ス
ク
を
拡
大
さ
せ
て
い
い
わ
け
は
な
い
。

温
暖
化
抑
止
の
観
点
か
ら
化
石
燃
料
使
用
は
可
能
な

限
り
縮
小
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

低
炭
素
電
源
と
し
て
期
待
が
大
き
い
の
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
が
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
賦
課
金
が
年
々
増
え
、

電
気
料
金
を
押
し
上
げ
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

電
気
の
全
利
用
者
が
負
担
す
る
賦
課
金
は
、
低
所
得

層
ほ
ど
経
済
的
負
担
が
重
く
、
導
入
が
増
え
る
ほ
ど

電
気
料
金
の
逆
進
性
が
拡
大
し
て
し
ま
う
。
加
え
て

何
よ
り
太
陽
光
も
風
力
も
相
当
不
安
定
な
電
源
。
だ

か
ら
再
エ
ネ
を
活
用
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

需
要
に
対
す
る
過
不
足
の
調
整
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

た
め
に
火
力
電
源
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
現
実
を
認

識
し
な
い
ま
ま
、
再
エ
ネ
を
賞
賛
す
る
の
は
危
う
い
。

　
「
今
は
不
安
定
電
源
で
も
、
今
後
、
蓄
電
池
技
術

た
ソ
サ
エ
テ
ィ
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
公
益
事
業

が
競
争
時
代
を
迎
え
、
電
力
会
社
の
経
営
自
由
度
が

増
す
な
か
で
ど
う
実
現
し
て
い
く
か
。

　

日
本
で
は
脱
原
発
・
再
エ
ネ
大
国
ド
イ
ツ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
見
倣
え
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
ド
イ

ツ
は
石
炭
火
力
が
44
％
。
自
国
で
褐
炭
が
採
れ
る
た

め
、
脱
原
発
は
炭
鉱
対
策
で
も
あ
る
。
い
ざ
と
な
れ

ば
自
給
で
き
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
原
子
力
の
電
気

を
買
う
こ
と
も
で
き
る
。
再
エ
ネ
は
バ
イ
オ
マ
ス
と

風
力
が
中
心
だ
が
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
国
土
面
積
の

5
割
が
農
地
で
、
風
の
強
い
北
海
・
バ
ル
ト
海
に
も

面
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
各
国
固
有
の
事

情
に
よ
っ
て
異
な
る
わ
け
で
、
資
源
に
乏
し
く
他
国

と
の
系
統
連
系
も
な
い
島
国
の
日
本
が
、
ド
イ
ツ
と

同
じ
政
策
を
と
れ
る
は
ず
が
な
い
。

開
発
が
進
む
の
で
何
と
か
な
る
」
と
い
う
意
見
も
あ

る
が
、
今
、
実
現
し
て
い
な
い
技
術
を
前
提
に
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
決
め
る
の
は
極
め
て
危
険
。
再

エ
ネ
の
技
術
革
新
を
進
め
、
利
用
を
拡
大
す
る
必
要

が
あ
る
と
同
時
に
、
既
に
あ
る
原
子
力
と
い
う
技
術

─
─
温
暖
化
抑
止
の
観
点
か
ら
も
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ

２

を
出
さ
な
い
原
子
力
を
有
効
に
使
い
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
供
給
安
定
性
の
リ
ス
ク
。
75
年
前
、

日
本
が
泥
沼
の
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
の
は
、
石

油
を
断
た
れ
た
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
。
当
時
、
石
油

の
８
割
を
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
て
い
た
日
本
が
自
前

の
開
発
資
源
を
持
と
う
と
東
南
ア
ジ
ア
へ
進
駐
し
た

こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
石
油
全
面
禁
輸
措
置
を

招
き
日
米
開
戦
に
至
っ
た
。
日
本
は
進
駐
先
で
石
油

生
産
を
始
め
た
が
、
輸
送
中
に
ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦

に
撃
沈
さ
れ
日
本
へ
は
ほ
と
ん
ど
届
か
な
か
っ
た
。

現
在
、
中
東
か
ら
の
石
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
、
中
国
が
実

自 由 化 へ の 視 点

市
川
眞
一 

ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
証
券 

チ
ー
フ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
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目
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を
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ケット・ストラテジスト
1963年東京都生まれ。明治大学卒。
和光証券、クレディ・リヨネ証券ス
トラテジスト兼調査部長を経て、ク
レディ・スイス・ファースト・ボス
トン証券（現クレディ・スイス証
券）チーフストラテジスト。2009年
より現職。原子力国際戦略検討小委
員会委員、内閣府規制・制度改革委
員など公職を多数歴任。著書『中国
のジレンマ日米のリスク』『政策論
争のデタラメ』など。
https://www.credit-suisse.com/jp/ja.html

効
支
配
を
強
め
る
南
沙
諸
島
・
西
沙
諸
島
を
通
っ
て

日
本
に
来
る
。
こ
の
海
域
で
日
本
の
タ
ン
カ
ー
の
航

行
が
妨
害
さ
れ
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
断
た
れ
、
日

本
経
済
は
危
機
に
直
面
す
る
。
過
去
に
学
び
、
地
政

学
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

達
ル
ー
ト
が
断
た
れ
て
も
自
力
で
し
ば
ら
く
は
凌
げ

る
状
態
に
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
。
原
子
力
を

活
用
す
れ
ば
、
化
石
燃
料
使
用
を
抑
制
で
き
、
平
和

的
な
抑
止
力
と
な
る
。
加
え
て
石
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
調

達
先
の
分
散
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ

ル
を
は
じ
め
サ
ハ
リ
ン
等
に
調
達
先
を
分
散
し
、
多

様
な
ル
ー
ト
を
常
に
確
保
し
て
お
き
た
い
。

　

地
球
温
暖
化
を
抑
制
し
つ
つ
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
の
視
点
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
実

現
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
は
国
と
電
力
会
社
の
閉
じ

　

ま
ず
は
、
国
民
が
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
つ

い
て
、
表
層
的
な
言
説
だ
け
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な

く
正
し
く
本
質
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。「
原

子
力
が
な
く
て
も
電
気
は
足
り
て
い
る
」
と
い
う
声

を
よ
く
聞
く
が
、
こ
れ
も
現
場
を
知
ら
な
い
発
言
だ
。

実
際
は
大
停
電
寸
前
の
危
機
状
況
に
至
っ
た
例
も
あ

る
な
ど
、
辛
う
じ
て
踏
み
止
ま
っ
て
い
る
の
が
実
情

と
言
え
る
。
国
や
電
力
会
社
は
こ
う
い
う
事
実
を

も
っ
と
世
の
中
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

発
電
よ
り
も
小
売
に
人
々
の
眼
が
向
き
が
ち
な
自

由
化
で
は
あ
る
が
、
既
存
電
力
会
社
に
は
、
市
場
自

由
化
の
下
、「
安
定
供
給
」
と
「
合
理
的
な
価
格
」

を
維
持
す
る
バ
ラ
ン
サ
ー
と
し
て
、
社
会
的
な
役
割

を
担
う
よ
う
期
待
し
た
い
。

電源別発電電力量とCO2排出量の推移

石油・LNGの東アジアへの輸送ルート

米国エネルギー情報局（EIA）、クレディ・スイスの資料をもとに作成

＊2012年度、2013年度は余剰電力買取制度の賦課金負担も含む数字
＊2014年度は余剰電力買取制度の賦課金負担が2014年9月の検針分ま

で別途発生
資源エネルギー庁の資料をもとに編集室作成

電気事業連合会、クレディ・スイスの資料をもとに作成

再生可能エネルギーＦＩＴ（固定価格買取制度）に
基づく賦課金総額と一家庭あたり負担額

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000
（億円）

賦課金総額
約1,900億円

一家庭あたり年間
約1,000円

一家庭あたり
年間

約1,400円

一家庭あたり
年間

約2,700円

一家庭あたり
年間

約5,700円

賦課金総額
約3,500億円

賦課金総額
約6,500億円

賦課金総額
約1.3兆円

ジャカルタパレンバン

南沙諸島

西沙諸島

尖閣諸島

カンボジア

ラオス

ミャンマー
（ビルマ）

日本
中華人民共和国

インドネシア

フィリピン
タイ ベトナム

マレーシア

シンガポール

北朝鮮

韓国

北京

香港
台北

東京

バンコク

上海

ソウル
大阪

台湾
×

×

2000 2005 2010 2014
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0■ 再生可能エネルギー
■ LNG
 CO2総排出量（右軸）

■ 水力
■ 石炭

■ 石油
■ 原子力（億ｋＷｈ） （億ｔ-CO2）

（年度）
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電力自由化FAQ

Q4
託送料金とは?

Q3
電気料金は
どう決まる?

Q2
小売全面自由化後の

電気事業の
形や役割は?

Q1
電力システム改革の

経緯と目的は?

日本では、1995年以降、発電部門において競争原理を導入するととも
に、2000年以降、小売部門の自由化範囲を段階的に拡大するなど

の制度改革を行ってきた。2013年4月には「電力システムに関する改革
方針」が閣議決定されるとともに、「制度設計ワーキンググループ」での検
討を踏まえて3段階にわたって電気事業法が改正されており、2016年4月
からは第2弾の改正電気事業法に基づき、一般家庭向けの電気の小売
業への新規参入が可能になる。これら電力システム改革によって、①これ
まで一般電気事業者（関西電力など）が独占的に供給していた一般家庭
等においても電力会社や電源を選べるようにするとともに、②事業者の競
争を促進して電気料金を抑制することや、③電気が足りない地域へ不足
分を柔軟に供給できる体制を整えることなどをめざしている。

これまでは、関西電力などによる「一般電気事業」や新規参入者による
「特定規模電気事業」など、電気の供給先に応じた区分だったが、小

売全面自由化後は「発電事業」「送配電事業」「小売電気事業」という新たな
事業類型ごとに区分され、それぞれ必要な規制が課される。「発電事業者」
は他社との契約や自社の小売部門の要請に基づいて燃料確保と確実な発電
を行い、「送配電事業者」は系統運用者として最終的な需給調整や送配電
網の建設・保守などを行い、「小売電気事業者」は自らの顧客のため必要な供
給能力を確保のうえ電気を供給する役割を担う。

電気料金は、基本料金、電力量料金、燃料費調整額および再生可能エネ
ルギー発電促進賦課金（FIT賦課金）で構成されている。このうち基

本料金と電力量料金の単価は燃料費や購入電力費といった電気をつくるた
めにかかる発電料、送配電網を使って電気を届けるためにかかる託送料、人
件費といった営業費、利潤、という4つで構成されている。

発電所から消費者に電気を届ける際に小
売電気事業者が利用する送配電網の使

用料金のことであり、送配電設備の建設費用や
保守費用等の総括原価方式で決まる。

2000年

自由化の時期

自由化の範囲
大規模工場・百貨店など（契約電力2000ｋＷ以上）

自由化部門
電力量26％

自由化部門
電力量40％

自由化部門
電力量62％

自由化部門
電力量100％

規制部門
電力量74％

規制部門
電力量60％

規制部門
電力量38％

中規模工場・ビルなど（契約電力500ｋＷ以上）
小規模工場・ビルなど
（契約電力50ｋＷ以上）

家庭・商店など
（契約電力50ｋＷ以下）

2004年

2005年

2016年

第１弾改正
２０１３年
臨時国会
提出・成立

第2弾改正
２０１4年
通常国会
提出・成立

第3弾改正
２０１5年
通常国会
提出・成立

【第1段階】
２０１5年4月

設立

【第2段階】
２０１6年4月1日

実施

【第3段階】
２０20年4月1日

実施

＊２０１５年９月：
  電力取引監視等委員会の設立

改
革
の
柱
❶

改
革
の
柱
❷

改
革
の
柱
❸

広域的
運営推進

機関の設立

小売
全面自由化

（参入自由化）

送配電部門の
法的分離

料金規制の
経過措置期間

（国が競争状況
をレビュー）

料金規制の撤廃
（経過措置終了）

法的分離と同時期か
それ以降のタイミング

第
３
弾

改
正
法
案
成
立

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
の
専
門
委
員
会
で

報
告
書
を
と
り
ま
と
め

電
力
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
改
革
方
針

第
１
弾
改
正
法
案
成
立

（
第
２
段
階
、第
３
段
階
に
つ
い
て
も
方
針
を
規
定
）

第
２
弾

改
正
法
案
成
立

2013年
2月１５日

2013年
4月2日

閣議決定

2013年
11月13日

2014年
6月１１日

2015年
6月１7日

2015年
4月１日

資源エネルギー庁の資料をもとに編集室作成

もっと知りたい

資源エネルギー庁の資料をもとに編集室作成 電力システム改革小委員会の資料をもとに編集室作成

発電料 託送料 営業費 利潤＋ ＋ ＋

＝

＝

± ＋電気料金 基本料金＋電力量料金 燃料費調整額

送配電事業者 社内コスト発電事業者

FIT賦課金

部分自由化時 小売全面自由化後

•「一般の需要」への供給を行う
•家庭などの規制部門への供給は、
供給義務・地域独占・料金規制
（総括原価方式による認可制）

•自由化された大口需要（「特定規
模需要」）への供給を行う

•一般電気事業者・特定規模電気
事業者への供給を行う

既存電力会社
（一般電気事業者）

新電力
（特定規模電気事業者）

電源開発、日本原電、
製鉄・製紙メーカー等

3事業を兼業

【届出制】
イコールフッティン
グ（公平な競争条
件の確保）のため
一律の規制

【許可制】
•公的インフラたる
送配電網を運営

•地域独占・料金
規制（総括原価
方式による認可
制）

【登録制】
•「一般の需要」（全
需要家）に自由に
供給

•供給力確保義務
•イコールフッティング
のため一律の規制

発電事業 送配電事業 小売電気事業

発電事業 小売電気事業

発電事業

17

経済産業省などの
資料をもとに編集室作成

©GYRO PHOTOGRAPHY/a.collectionRF/amanaimages
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Q8
新規参入した小売電気事業者が

十分な電気を仕入れることが
できない場合は停電する?

Q7
小売電気事業者は

どうやって電気を調達する?

Q9
スマートメーターって何?
どんなメリットがある？

Q6
電力自由化によって

電気料金は高くならない？

スマートメーターとは、通信機能を有し、遠隔
での検針等を可能にする新しい電力量

計のこと。スマートメーターの導入により、詳細な
電気使用状況が「見える化」されるとともに、自ら
のライフスタイルに応じた適切な料金メニューを
選択することや、家庭のエネルギー管理システム

（HEMS）との連携によって家庭のエネルギー
管理を効率的に行うことが可能になる。小売電
気事業者を切り替える場合、スマートメーターの
設置が必要になるが、メーター取替のための個
別の費用負担は原則発生せず、小売電気事業
者から連絡を受けた一般送配電事業者（関西
電力など）が取替を行う。

小売電気事業者が販売する量に応じた電力を調達できていない場合
でも、一般送配電事業者（関西電力など）が不足分の補給を行い、

電力系統全体で需給バランスを維持するため、十分な電力を調達できて
いないことをもって消費者に対する電力供給が停止されることはない。し
かし、計画していた発電量に不足が生じた場合や、太陽光など極端に発
電量が増加した場合などには、一般送配電事業者に対して、インバランス
料金を支払う必要が出てくる。

電気の調達方法としては、①自ら発電所を運転する、②
契約している他社の発電所から購入する、③卸電力

市場（日本卸電力取引所＝JEPX）から購入する、などがあ
り、小売電気事業者は必ずしも発電所を持たなくても電気
の小売市場に参入することができる。

自由化後は各小売電気事業者において自
由な料金メニューの設定が可能になる。

競争が不十分ななかで電気料金の自由化を実
施すると、結果として電気料金の引き上げが生
じてしまうおそれもある。このようなリスクから消
費者を保護するための経過的な措置として、競
争が十分に進展するまでの間（少なくとも2020
年3月まで）は、元の一般電気事業者（関西電力
など）の小売部門に規制料金が残る。また離島
の消費者には、一般送配電事業者が「離島供
給約款」に基づいて電気を供給することが義務
づけられており、離島だけ電気料金が高くなるこ
とはない。なお、こうした料金水準を維持するた
めの費用（ユニバーサルサービス料）は、託送料
金を通じて広く負担されている。

経済産業省などの資料をもとに編集室作成

経済産業省の資料をもとに編集室作成

経済産業省 資源エネルギー庁の資料をもとに編集室作成

Q5
FIT賦課金とは?

正式名称は再生可能エネルギー発電促進賦課金。再生可能
エネルギー固定価格買取制度（FIT）は、再生可能エネル

ギー（太陽光・風力・地熱・中小水力・バイオマスなど）で発電した電
気を、電力会社等が一定期間・固定価格で買い取ることを国が約
束する制度。小売電気事業者が買い取る費用を、電気の利用者
全員から賦課金という形で集め、今はまだコストの高い再生可能エ
ネルギーの導入を支えている。

売り手
発電
事業者

日本
卸電力
取引所
（JEPX）

取引が成立した
電力の受け渡し

売
り
入
札

買
い
入
札

電力
供給

買い手
小売電気
事業者

消費者

消
費
者

送
配
電
事
業
者

小
売
電
気
事
業
者

自社電源

他社電源

市場調達（JEPX）

発電トラブル時には
連絡

発電所に対して
指令

指令に基づき
供給

発電側
インバランス補給を
実施（不足時）

需要側
インバランス補給を
実施（不足時）

発電事業者

一般送配電事業者

小売電気事業者

調整力提供者
主に一般電気事業者の

発電部門

HEMS＊

＊Home Energy
  Management
  System

スマートメーター

電気の見える化

消費者宅

HEMSへの
データ提供

遠隔検針

（送配電事業者）

（小売電気事業者）

費用負担調整機関

国
調達価格等算定委員会

小売電気
事業者再生可能

エネルギー
発電事業者

太陽光
風力
地熱

中小水力
バイオマス

住宅用太陽光
（余剰電力）

再生可能エネルギーに
よる電気を売電

一定期間
固定価格で買取り

設備認定

電気を供給

電気料金とあわせて
賦課金を支払う

賦
課
金
単
価
の
決
定

賦
課
金
の
納
付

買
取
単
価
・
期
間
の
決
定

買
取
費
用
の
交
付

電気の
消費者
一般家庭

商店
オフィスビル

工場 等
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電力自由化FAQ

もっと知りたい
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操作卓では4台1組のディスプレイで
詳細な情報を把握

中央給電指令所で周波数調整を担当する西尾洋輔

す
れ
ば
周
波
数
調
整
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
、

と
西
尾
は
言
う
。
需
要
の
急
増
に
備
え
、
七
割

程
度
ま
で
出
力
を
上
げ
た
発
電
機
を
多
め
に
待

機
さ
せ
て
お
け
ば
需
要
変
動
に
素
早
く
対
応
で

き
る
が
、
そ
れ
だ
と
コ
ス
ト
が
嵩
む
。
燃
料
費

抑
制
は
関
西
電
力
の
重
要
課
題
で
あ
る
だ
け
に
、

そ
ん
な
贅
沢
な
真
似
は
で
き
な
い
、
と
。

瞬
時
瞬
時
の
判
断

　

数
々
の
機
器
を
装
備
し
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
よ

う
な
中
給
。
運
転
中
の
発
電
機
に
つ
い
て
は
Ａ

Ｆ
Ｃ
（
自
動
周
波
数
制
御
装
置
）
や
Ｅ
Ｌ
Ｄ

（
経
済
負
荷
配
分
装
置
）
が
使
え
る
と
は
い
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
起
動
・
停
止
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
判
断
す
る
の
は
人
間
に
し
か
で
き

な
い
。

　

西
尾
は
常
に
先
々
の
需
要
を
予
想
し
な
が
ら
、

ど
の
発
電
機
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
動
か
す
か
、

あ
る
い
は
停
止
さ
せ
る
か
、
コ
ス
ト
抑
制
を
念

頭
に
、
明
確
な
根
拠
と
信
念
を
持
っ
て
瞬
時
瞬

時
に
判
断
し
て
い
く
。
判
断
が
一
瞬
で
も
遅
れ

た
り
間
違
っ
た
り
す
る
と
、
経
済
運
用
ど
こ
ろ

か
安
定
供
給
を
阻
害
し
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
だ
け
に
需
給
調
整
に
は
技
術
・
技
能
が

不
可
欠
で
あ
り
、
誰
も
が
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
西
尾
自
身
、
か
つ
て
異
常
の
発
生
を
示
し

て
真
っ
赤
に
点
滅
す
る
系
統
監
視
盤
を
前
に
ア

均
衡
と
抑
制

　

家
庭
で
オ
フ
ィ
ス
で
工
場
で
、
一
日
の
業
務

が
始
ま
る
早
朝
、
大
阪
市
内
に
あ
る
関
西
電
力

中
央
給
電
指
令
所
（
中
給
）
は
張
り
詰
め
た
空

気
に
満
ち
て
い
た
。

　

西
尾
洋
輔
は
、
目
の
前
に
広
が
る
巨
大
な
系

統
監
視
盤
と
自
分
の
操
作
卓
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
緊
張
の
面
持
ち
で
睨
み
な
が
ら
、
刻
々
と
伸

び
て
い
く
朝
の
電
力
需
要
の
立
ち
上
げ
に
合
わ

せ
、
次
々
と
発
電
機
の
出
力
指
令
を
出
し
、
需

給
調
整
を
行
っ
て
い
く
。
急
カ
ー
ブ
を
描
い
て

い
た
需
要
の
伸
び
が
よ
う
や
く
安
定
し
、
西
尾

は
小
さ
く
一
息
つ
い
た
。

　

電
気
は
貯
め
ら
れ
な
い
。
天
候
や
時
間
、
社

会
情
勢
に
よ
っ
て
刻
々
と
変
わ
る
電
気
の
使
用

量
と
発
電
量
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
需
給
調
整
を

担
う
の
が
中
給
で
あ
り
、
西
尾
は
そ
こ
で
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
指
標
と
な
る
周
波
数
調
整
と
翌
日

の
需
要
予
想
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。
周
波
数

が
基
準
値
を
逸
脱
す
る
と
製
造
業
で
製
品
の
品

質
に
バ
ラ
ツ
キ
が
出
た
り
、
最
悪
の
場
合
は
大

規
模
な
停
電
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。
周
波
数
を

適
正
に
維
持
し
て
こ
そ
の
「
安
定
供
給
」
だ
が
、

そ
こ
に
発
電
コ
ス
ト
を
抑
え
る
「
経
済
運
用
」

と
い
う
命
題
が
加
わ
る
。

　

発
電
機
の
調
整
余
力
を
多
め
に
持
っ
て
運
用

６０Ｈｚを守る──
安定供給を支える
中央給電指令所
５人５直３交替で２４時間３６５日、
電気の需要と供給のバランスを保つための
コントロールを行う中央給電指令所。
需給バランスの指標・周波数を「60Hz」に
維持し続ける仕事を追った。

関西電力の電力需要とピーク時供給力の関係（イメージ）

0 6 12

石油・その他火力

LNG火力

石炭火力

原子力

流れ込み式水力
18 24

（時）

揚水式水力

調整池式・
貯水池式水力

揚水式
ポンプアップ

ピーク
供給力

ミドル
供給力

ベース
供給力
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関西紹介番組の
海外放送トライアル。
タイ（左）と台湾

関西国際空港の大型ビジョン

大阪の街を歩いていると、
いつの間にかアジアの街角にいるような錯覚に陥る。
それほどまでに街には訪日旅行客が溢れている。

「はなやか関西」──人みな動き出す春の訪れを機に、
関西の広域観光戦略を探ってみた。

はなやか関西──
世界からの千客万来をめざす

広域観光戦略

８
０
０
万
人
を

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

２
０
１
５
年
２
月
関
西
経
済
連
合
会

は
、
広
域
関
西
（
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、

兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
、
鳥
取
、
徳
島
、

福
井
、
三
重
の
10
府
県
）
の
魅
力
を
一

体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
「
関
西
広
域
観

光
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
３
月
に
は
自

治
体
連
合
で
あ
る
関
西
広
域
連
合
も
計

画
を
策
定
し
た
こ
と
か
ら
、
官
民
で
目

標
を
共
有
。
20
年
に
関
西
へ
の
外
国
人

旅
行
客
を
８
０
０
万
人
に
増
や
す
な
ど

数
値
目
標
を
掲
げ
、「
情
報
発
信
」
と

「
環
境
整
備
」、
２
つ
の
観
点
か
ら
取
り

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。

関
西
ブ
ラ
ン
ド
発
信

ま
ず
「
情
報
発
信
」
と
し
て
、
地
域

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
コ
ア
・
コ
ン
セ
プ

ト
「
は
な
や
か
関
西
」
を
打
ち
出
し
、

紅
い
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
策
定
。
マ
ー
ク
は
関
西
国
際

空
港
の
到
着
ロ
ビ
ー
で
訪
日
客
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
国
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

や
各
企
業
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
至
る
所
で
目
に

触
れ
る
機
会
を
増
や
し
、
観
光
振
興
の

機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

ま
た
タ
イ
と
台
湾
の
メ
デ
ィ
ア
に
働

き
か
け
、
関
西
紹
介
番
組
を
製
作
し
海

外
テ
レ
ビ
放
送
ト
ラ
イ
ア
ル
も
実
施
。

ツ
ア
ー
客
の
誘
致
に
つ
な
げ
て
い
る
。

美
の
伝
説
ル
ー
ト
を

関
西
ワ
ン
パ
ス
で

一
方
「
環
境
整
備
」
と
し
て
は
、
関

西
各
地
を
結
ぶ
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト

「
美
の
伝
説
」（
15
年
観
光
庁
認
定
）
の

モ
デ
ル
ル
ー
ト
設
定
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
着
手
し
た
の
を
は
じ
め
、
手
軽
に

楽
し
く
周
遊
す
る
た
め
の
新
た
な
ト
ラ

イ
ア
ル
も
始
め
る
。

そ
れ
が
４
月
か
ら
訪
日
客
向
け
に
売

り
出
す
「
関
西
ワ
ン
パ
ス
」
だ
。
あ
ち

こ
ち
周
遊
し
た
い
の
に
鉄
道
な
ど
の
公

共
交
通
は
乗
車
券
の
購
入
や
乗
り
継

ぎ
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
問
題
を

協力 ： 
EeLin Modeling 
Agency Ltd.
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タ
マ
が
真
っ
白
に
な
り
対
応
が
遅
れ
た
苦
い
経

験
が
あ
る
。
上
席
者
が
す
か
さ
ず
フ
ォ
ロ
ー
し

て
く
れ
た
が
、
こ
の
と
き
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

よ
り
一
層
の
厳
し
い
訓
練
を
積
み
重
ね
、
腕
を

磨
い
て
き
た
と
い
う
。

現
場
で
は
常
に
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
が
、

「
電
気
を
お
届
け
し
て
い
る
全
て
の
お
客
さ
ま

の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
と
い
う
重
要
な
使
命

を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
経
営
に
直
結

す
る
燃
料
費
の
抑
制
に
直
接
関
わ
れ
る
こ
と
が
、

仕
事
の
や
り
が
い
で
あ
り
醍
醐
味
だ
」
と
胸
を

張
る
。

電
気
は
生
き
物

東
日
本
大
震
災
以
降
、
関
西
電
力
で
は
原
子

力
発
電
所
の
再
稼
動
に
向
け
て
、
安
全
性
向
上

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、
再

稼
動
が
実
現
し
て
い
け
ば
、
供
給
力
不
足
も
解

消
に
向
か
い
需
給
調
整
に
も
少
し
余
裕
を
持
っ

て
臨
め
る
の
で
は
、
と
訊
い
て
み
た
が
、「
新

電
力
の
参
入
や
、
太
陽
光
電
源
の
増
加
に
よ
っ

て
需
給
の
ロ
ー
ド
カ
ー
ブ
も
変
化
し
て
い
る
。

ど
う
や
っ
て
安
定
供
給
と
経
済
運
用
を
両
立
し

て
い
く
か
、
ハ
ー
ド
ル
は
確
実
に
上
が
っ
て
い

る
だ
け
に
挑
戦
を
続
け
な
け
れ
ば
」
と
厳
し
い

表
情
を
崩
さ
な
い
。

確
か
に
震
災
以
降
、
電
源
構
成
が
大
き
く
変

わ
り
、
今
年
４
月
か
ら
は
電
力
小
売
全
面
自
由

化
が
ス
タ
ー
ト
、
２
０
２
０
年
に
は
発
送
電
分

離
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
需
給
調
整
は
ま
す
ま

す
複
雑
に
な
る
。

と
り
わ
け
太
陽
光
発
電
は
出
力
が
不
安
定
な

う
え
、
新
電
力
の
電
源
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
出
力

調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
需
給
調
整
は
関
西
電

力
の
発
電
機
が
担
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

不
安
定
な
太
陽
光
発
電
に
対
し
、
今
年
３
月

に
は
関
西
電
力
が
グ
ル
ー
プ
会
社
の
気
象
工
学

研
究
所
と
共
同
開
発
し
、
気
象
衛
星
画
像
を
利

用
し
た
太
陽
光
発
電
量
予
測
シ
ス
テ
ム
「
ア
ポ

ロ
ン
」
を
中
給
に
導
入
。
短
時
間
予
測
に
お
い

て
は
数
分
～
数
時
間
先
ま
で
を
予
測
し
、
発
電

機
の
出
力
変
更
や
揚
水
の
起
動
・
停
止
判
断
に

生
か
す
試
み
も
始
ま
る
。

刻
々
と
変
わ
る
需
要
に
加
え
、
太
陽
光
発
電

な
ど
の
増
加
で
供
給
側
で
も
不
安
定
さ
が
増
す

な
か
、
西
尾
は
「
電
気
は
生
き
物
だ
」
と
訴
え

る
。
生
活
や
産
業
、
社
会
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
だ
け
に
何
が
あ
っ
て
も
守
り
抜
く
─
─
安

定
供
給
の
担
い
手
と
し
て
の
矜
持
が
垣
間
見
え

た
。

系統への落雷は日常茶飯時。系統監視盤の端には
雷除けのお札が貼ってある

5人5直3交替で24時間365日、電気の安定供給を守る中央給電指令所

取材・編集／田窪由美子
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広域観光周遊ルート「美の伝説」

取材協力 ・ 素材提供 ： 関西経済連合会　　取材 ・ 編集／田窪由美子

解
決
す
る
も
の
で
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ａ
」
を
ベ
ー
ス
に
し

た
チ
ャ
ー
ジ
式
Ｉ
Ｃ
乗

車
券
を
販
売
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ａ
利
用
エ
リ
ア
を
１

枚
の
カ
ー
ド
で
周
遊
で

き
る
ほ
か
、
関
空
や
各

地
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施

設
・
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

利
用
で
き
る
優
待
特
典

も
つ
い
て
い
て
、
専
用

の
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
に

ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
各
地

の
観
光
情
報
も
確
認
で

き
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
関
西
ゆ
か
り
の
手

塚
治
虫
氏
の
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」。
ア
ト

ム
が
関
西
周
遊
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い

う
わ
け
だ
。

喫
緊
課
題
は 

宿
泊
施
設
不
足
の
解
消

　

他
に
訪
日
客
の
不
満
第
１
位
の
無
料

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
利
用
環
境
の
整
備
な
ど
も

順
次
進
め
て
い
る
が
、
現
在
、
訪
日
客

は
20
年
の
目
標
数
を
前
倒
し
で
達
成
し

そ
う
な
勢
い
で
増
加
し
て
お
り
、
宿
泊

施
設
の
不
足
が
深
刻
化
。
既
に
昨
年
か

ら
出
張
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
ホ
テ
ル
を
と

れ
な
い
と
い
う
話
は
よ
く
聞
く
が
、
20

年
時
点
で
約
２
万
室
不
足
す
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
、
こ
の
課
題
に
速
や
か

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
数
値
目
標
の

上
方
修
正
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

関西ワンパス

観
光
が
産
業
と
し
て 

花
開
く
日

　

16
年
３
月
に
は
広
域
連
合
等
と
と
も

に
官
民
一
体
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振

興
に
取
り
組
む
「
関
西
国
際
観
光
推
進

本
部
」
を
設
立
し
、
取
り
組
み
は
一
段

と
強
化
さ
れ
る
。
果
た
し
て
５
年
後
の

関
西
は
、
観
光
が
成
長
産
業
と
し
て
勢

い
を
増
し
、
広
域
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

を
も
て
な
す
エ
リ
ア
へ
と
変
貌
を
遂
げ

て
い
る
か
─
─
長
く
一
つ
一
つ
と
言
わ

れ
続
け
た
関
西
が
、「
観
光
」
と
い
う

地
域
資
源
を
核
に
、「
は
な
や
か
関
西
」

の
花
の
よ
う
に
一
つ
に
な
っ
て
咲
き
誇

る
姿
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

はなやか関西シンボルマーク
関西地域をPRするシンボルマーク。花弁に関西の「はなやかさ」を象徴する要素を
デザインし、関西の持つ豊富で多様性に満ちた魅力を表現している

題字　森　詳介（関西電力株式会社 取締役会長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
4月、電力小売全面自由化スタート。異業種からの参入が相次
いでいますが、100 年前、1910〜30 年頃の日本では多数の電
力ベンチャーが需要開拓に凌ぎを削り、一時は700〜800 社が
割拠。M&Aで30 年代には5 大電力に集約されましたが、戦時
体制下で全国の発送電設備を一元管理する「日本発送電」と
小売を行う「9 配電会社」に分けられ国家統制を受けました。戦
後の1951年民営化に強くこだわって垂直統合の9電力体制（沖
縄返還後 10 電力）へと再編を実現したわけですが、それから
65 年、今、電力会社は再び変革のときを迎えています。
今号は「でんきを選ぶ──電力小売全面自由化 始動」をテーマ
に特別編集といたしました。

［かんでんFOCUS］では、自由化を迎え撃つ関西電力の営業
の戦略を紹介。続く［オピニオン］では、5 人の識者・専門家に、
自由化に関する提言をいただきました。
また今号からの新企画、［現場力⤴最前線］では自由化時代も
引き続き安定供給を担う関西電力中央給電指令所の仕事を紹
介。［旬発 NIPPON］では関西経済連合会はじめ官民一体と
なって進める関西の広域観光戦略を取り上げました。
移り気な季節、春の嵐に翻弄されないよう、しっかりと新しい一
歩を踏み出したい。そう願い、新しい『躍』をお届けします。（T）

本誌は植物油インキを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/

発行●関西電力株式会社 広報室　
発行人／保田 亨　編集人／松倉克浩
〒530-8270 大阪市北区中之島3丁目6番16号 電話06-7501-0240
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今号の取材は2016年2月24日までに実施したものです。
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